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チベット語訳『妙法蓮華註』 「授記品」和訳

望月海慧

1 はじめに

本稿は、身延山大学東洋文化研究所の法華経研究班による研究成果の一部であり、先行する

｢チベット語訳「妙法蓮華註」和訳」に続くものである。今回は第6章「授記品」の和訳を提

示する(1)。既出の和訳を提示すると次の通りである。

①「チベット語訳「妙法蓮華註」の序文の構成について」 「身延山大学仏教学部紀要」 13,

2013,pp.1-22.

②「チベット語訳「妙法蓮華註」 「五百弟子受記品」和訳」 「身延論叢』 19,2014,pp.35-58.

③「チベット語訳「妙法蓮華註」 「授学無学人記品」和訳」 「日蓮教学教団史の諸問題」山喜

房佛書林,2014,pp.41-51.

④「チベット語訳「妙法蓮華註』 「法師品」和訳」 「法華文化研究」39,2013,pp.29-48.

⑤「チベット語訳「妙法蓮華註』 「見宝塔品」和訳」 「日蓮仏教研究」6,2014,pp.7-22.

最初のものはテキストの冒頭部分であり、チベット語訳は「見宝塔品」の途中で終わってい
C

る。また、第7章「化城嶮品」については別稿を用意している。

2 「妙法蓮華註』 「授記品」の構成

和訳を提示する前に、本章の全体の構成を提示しておく。本章も先行する章と同様に、 「理

由」「名称」「疑惑の除去」による章題の解説（前文）の後に、本文が解説される。

本章の内容はマハー・カーシャパ、スブーティ、マハー・カーティヤーヤナ、マハー・マウ

ドガリヤーヤナの四大声聞に対する授記であり、注釈の構成もそれぞれに対する授記の内容に

基づいて分類されている。経文の解説にタイトルを付すと、次のようになる。
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授記の特徴

スブーティヘの授記

希有な特徴

如来の変化と法を聞く衆会

カティヤーヤナへの授記

如来の国土の荘厳

請願のまとめ

国土の特徴と福徳の特徴

マウドガリヤーヤナヘの授記

原因

劫の名称と原因の名称と国土の飾りの特徴

授記の円満

｢授記品」和訳

[14]廻向

[16]原因と結果

[18]衆会

［20］寿量

［22］授記の根拠

［24］国土の特徴と寿量

［26］授記を向けること

［28］自性と衆会

［30］恭敬と供養

［32］結果

［34］善と寿量と数

［36］以下省略
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まず、前文では、漢文は、他の章と同じように「来意」「差別」 「釈名」の3項目から本章の

タイトルを解説するのに対して、チベット語訳は「差別」の見出しを欠き2種とするものの、

対応する解説は翻訳されている。これは、他の章では「釈名」が第2項にあるので、チベット

語訳者が「来意」と「差別」を同一項として扱ったからであろう。

全体の構成は、四大声聞のそれぞれに対する授記が、それぞれの仏国土の荘厳、そこに集ま

る衆会、その寿命などとともに配置されたものである。ただし、最後［36］では、第34偶以降

の注釈を省略して、翻訳は終了している。

｣
3 チベット語訳テキストの和訳

これ以後は「授記品」で、それは何故に「授記」と名付けられたのかと、名称の解説との2

種である(2)。

そのうち理由は、聖シャーリプトラは鋭根なので、法を聞くだけで理解できるので授記で、

他の中根の者たちは意味を警嚥で説明されて説かれたもので理解することで授記する。また我

慢をもつ者たちは飾りが並べられるので、すべての乗は1つで、大小がないので授記する(3)。

さらにまた、授記の法は3種で、 自性があるための授記と、殊勝があるので結果があること

による授記と、大きな我そのものをもつ者に大きな教義が相応しく大きな原因に大きな結果が

相応しいことによる授記で、 3つである。自性により存在するものも授記に相応しく、授記に

相応しくないことは、 「無明に始まりはあるのか、ないのか」と言う質問に対する無記であっ

たように(4)。特別な原因は､授記に相応しい(5)。大きな原因と大きな結果も､授記に相応しい。

小さな原因と小さな結果は､授記に相応しくない(6)。善根が熟した者たちには速やかに授記し、



チベット語訳「妙法蓮華註」 「授記品」和訳 3

熟していない者たちには後で授記し、輪廻を捨てて結果を速やかに得ることを望む者たちに速

やかに授記し、大悲により輪廻と結合した者たちは、緩やかに授記する(7)。また総じて授記

するものと、それぞれを区別して授記するものとである(8)。

名称の解説は、何れかの原因をなしてその結果を得ることで、そのそれぞれを示すので「授

記」と言われる(9)。

[1]経に、 「それから世尊はこの偶を説かれてから」と言うものから「正法を受持するであ

ろう」と言うまでには(10)、聖者である四大声聞が明らかに授記することを先の8偶で説いて

おり、次の偶によりまとめが説かれ、それも最初に聖カーシャパに最初に授記し、他の聖者に

その次に授記する。それらも、それぞれの根から、ある者は前に聖者の結果を得て、仏を後に

成立させることもあり、例えば五百比丘に相違はないことから仏を前後に成就させ、一人一人

に授記する如くで、大乗からも学と無学は相違があることから一時に仏を成就させるものと、

ある者は先に聖位を得て、後にさらに後の者が仏を成就させるように。聖マハー・カーシヤパ

は300万の仏にお仕えし、聖スブーテイは3億ナユタの仏にお仕えし、聖カテイヤーヤナは1

億ナユタの仏にお仕えし、後に2ナユタ ［の仏に］お仕えし、聖マハー・マウドガリヤーヤナ

が以前に8.000の仏にお仕えし、後に200ナユタ ［の仏に］にお仕えしており、仏を授記するこ

とも、仏にお仕えすることが何度もあっても、広大な行を退けた者たちを導くために説かれて

おり、それぞれ鋭根と鈍根から前後に授記するのである(ll)。

［2］経に、 「彼の身体は最後の時に「大荘厳」という劫において」と言うものから「仏世尊

で」と言うまでには(12)、結果を得ることによる授記で、真実の法を見る顕現により美しいの

で「光明」と名付けられる(13)。

［3］経に、 「その寿命は」と言うものから「花が撒かれる」と言うまでには(14)、国土が光

明を得る功徳を名付けたものと、劫を種々なる行で飾る荘厳から名付けたものとで、それらの

国土荘厳も、高貴な飾りをもち、罪過と不善がなく、平等な四宝で大地が作られ、樹木は宝珠

による荘厳の滴で柵を広げ、種々なる花が敷き詰められる荘厳をそなえている(15)。

［4］経に、 「そこで8,000の多くの菩薩が生じるであろう」と言うものから「法を護持する

ことを精進するであろう」と言うまでには(16)、「すべての多くの衆会が妙法を護り、保持する」

と言うことである('7)。

［5］経に、 「それから世尊は」と言うものから「この無上の知恵を完成させて」と言うまで

には(18)、偶頌の最初の導入で、門と、明らかな授記と、 まとめである(19)。

［6］経に､｢彼が最後の身体の時に世間の導師になる」と言うものから「平坦な美しい国で、

見ればきれいであろう」と言うまでには(20)、そこでも最初の半偶により自性が説かれ、その

次の3偶により希有なものが説かれ、その次の3偶により衆会が説かれ、その次の半偶により

寿命が説かれ、希有な特徴は不善がないなどの清浄な国土の8つの荘厳である。 「快い香りが
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生じる(21)」とは、長行の中に出ておらず、戒の高貴な香りと合わせられる(22)o

［7］経に､｢それは百億の菩薩」と言うものから「10万劫の知恵の数も」と言うまでには(23)、

衆会を示しており、菩薩と衆会たちの意味である(24)。

［8］経に、 「彼は12中劫の間とどまる」と言うものから「光明はその虚空のこの荘厳と同じ

である」と言うまでには(25)、半偏により寿命が説かれ、後半でまとめられている(26)。

［9］経に、 「それから長老の尊者マハー・マウドガリヤーヤナと」と言うものから「このよ

うに述べられた」と言うまでには(27)、これにより聖なる3人の大声聞が授記をお願いし、世

尊が実際に授記したものである。 「身体を震えさせ、 目を閉じずに仰ぎ見た」とは、 ’つを願

う心である(28)。

[10]経に、 「阿羅漢である偉大な勇者よ」と言うものから「勝者は我々に授記して下さい」

と言うまでには(29)、それらの言葉を賞讃して請願するものと、嚥例から導かれた請願と、請

願のまとめとの3つで、これは世尊における大きな功徳の門から賞讃して請願するものである

(30)
O

[11]経に、「飢瞳が生じた時のある者の」と言うものから「偉大なムニよ、終わるでしょう」

と言うまでについて(31)、 「飢鐘が生じた時」とは、嶮例から導いて請願され、声聞たちが大乗

の法に飢えているので「飢鐘」と言われる(32)◎世尊が予言を廻し、見て、大乗に入ることを

弁才しなくてもその警嚥と同じである(33)。 「偉大な勇者よ、授記して下さい(34)」とは、請願

のまとめである(35)。

[12]経に、 「それから世尊は」と言うものから「菩提を成就するであろう」と言うまでには

(36)、これ以後に三大声聞のそれぞれに授記されており、最初の長行により広げるものと、そ

の次に偶によりまとめられている。長行にも2種あり、前者は原因が説かれ、その次に結果が

説かれ、これは原因である(37)。

[13]経に、 「そのようにさらなる所作をなして、最後の身体で」と言うものから「仏世尊」

と言うまでには(38)、結果が説かれ、授記の特徴は九つで、 自性の9つの特徴で、自性による

授記などである(39)。

[14]経に、 「仏国土は「宝珠を生じるもの」 と言われるであろう」と言うものから「百千の

多くの声聞を導く」と言うまでには(40)、如来の国土を種々なる荘厳により飾られた場合の内

外の2種の衆会と入ることが説かれている(41)。

[15]経に、 「それから世尊はその時に」と言うものから「明らかに知るべきである。私から

聞きなさい」と言うまでには(42)､これ以後の12偶を二つに分けて､最初のl偶は廻向が説かれ、

その次のll偶で実際に説かれており、これは最初である(43)｡

[16]経に、 「私の声聞であるこの尊者スブーテイは」と言うものから「金の樹木に似た大仙

人」と言うまでには(44)、これにより実際に廻向されており、原因と結果を合わせて説いたも
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のと、 7つの希有と、衆会と、寿命などが説かれ、これは最初である(45)。

[17]経に、 「世間の者たちを利益し、悲心をもつ者になる」と言うものから「千万那由他有

情を救済するように」と言うまでには(46)、この希有な特徴が説かれている(47)。

[18]経に、 「それから大きな力をもつ多くの菩薩」と言うものから「神通力は不可思議であ

ろう」と言うまでには(48)、衆会が説かれている。菩薩の衆会と声聞の衆会の適切なものが合

わされる(49)。

[19]経に、 「その最高の菩提が明らかに解説されるとき」と言うものから「彼に常に合掌す

るであろう」と言うまでには(50)、如来による変化と法を聞く衆会たちが説かれている(51)。

［20］経に、 「その際にll中劫の間とどまる」と言うものから「両足の最高のものである」と

言うまでには(52)、寿命が説かれている(53)。

[21]経に、 「それから世尊は比丘のすべてのサンガに告げられた」と言うものから「育てる

ようになる」と言うまでには(54)、聖カテイヤーヤナへの授記で、区別と章節が上と同じよう

に合わせられる(55)。

［22］経に、 「それらの仏世尊が浬藥してからも」と言うものから「天と人の師である仏世尊

で」と言うまでには(56)、その聖カテイヤーヤナが過去時に多くの如来を実際に尊敬し、その

浬藥の後も宝珠の塔を作り、その塔に種々の供養をなして、多くの菩薩行をなして、 ここで授

記されており、その聖者自身が以前のサンガの僧坊を掃除してからすべての世において身体は

金色をもつものになって、行道は美しい光をともなうようになってから、この仏を成就するこ

とを授記している(57)。

［23］経に、 「その仏国土は完全に清浄で」と言うものから「花をまき散らし」と言うまでに

は(58)、如来の国土の種々なる荘厳が説かれている(59)。

［24］経に、 「地獄と」と言うものから「法の姿が存続するであろう」と言うまでには(60)、

その国土に三悪趣はいないことと、天と人が多いことと、内外の衆会が多く集まることと、身

体の寿命が説かれている(61)。

［25］経に、 「それから世尊はその時に」と言うものから「他にはない言葉を言う」と言うま

でには(62)、 これ以後を示すことで予言が向けられている(63)。

［26］経に、 「私の声聞であるこの長老カテイヤーヤナ」と言うものから「香と花で供養する

であろう」と言うまでには(64)、原因から導かれて授記をなす(65)。

［27］経に、 「彼は最後の身体を得てから」と言うものから「天をともなう世間の者たちが恭

敬をなす」と言うまでには(66)、授記の結果で、それも国土の特徴と、福徳の特徴である(67)。

［28］経に、 「光る最高の世尊になる」と言うものから「すべても生を捨て、生がないもので

ある」と言うまでには(68)、最初の2偶により自性が説かれ、後の偶により衆会が説かれてい

る(69)。
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［29］経に、 「それからまた世尊は比丘のすべてのサンガに告げられた」と言うものから「請

願するであろう」と言うまでには(70)、聖マウドガリヤーヤナの授記で、在り方を分けたのは

上と同じである。授記も過去時と後の時である。過去時も、仏が明らかにおられる時と、浬藥

された時で、これは過去におられた時と合わせられる(71)。

［30］経に、 「それらの仏世尊が浬藥してからも」と言うものから「多くの相により供養をな

す」と言うまでには(72)、浬藥の次に恭敬をなしており、先に塔を積み上げ、その次に供養が

なされている(73)。

[31]経に、 「その彼岸のまた彼岸に」と言うものから「請願する」と言うまでには(74)、後

の原因が説かれている(75)。

［32］経に、 「その次に最後の身体に」と言うものから「仏世尊で」と言うまでには(76)、実

際に結果が説かれている(77)。

［33］経に、 「その仏国土は「心を楽しませる」と言われるであろう」と言うものから「花び

らが撒かれ｣と言うまでには(78)､劫の名前と原因の名前と国土の特徴の飾りが説かれている(79)。

［34］経に、 「国土は多くのもので満ちており」と言うものから「妙法の姿が存続するであろ

う」と言うまでには(帥)､多くの善が生じたことと、衆会と、寿命の量と数が説かれている(81)。

［35］経に、 「それから世尊はその時」と言うものから「伎楽により世間に利益をなすものを

護る」と言うまでには(82)、これにより円満に授記され、前者により原因が説かれ、後者によ

り結果が説かれている。原因を説いたものにも、仏が世間におられる時と、世間を出た時に供

養することである。 「浬藥」とは、浬藥の後に供養することである(83)。

［36］ 「それからこのように最後の身体の時に」と言うものから(84)、 これ以後の解説の在り

方は、上と同じように分けられる(85)。

注

(1)和訳箇所は、 『丹珠爾（対勘本) :中華大藏經」第69巻,pp.732-740に相応するが、批判的校訂版の

テキストを身延山大学東洋文化研究所の「法華経研究鍍書」の1書として出版する予定である。なお、

付録「漢文テキスト 「授記品」の科文」は研究協力者金炳坤氏によるものである。

(2) 786c25:以三門分別一來意二差別三瀞名．

チベット語訳は、 「来意」と「釈名」の2種しかあげずに「差別」の項目をたてないものの、 「さらにま

た…」と「差別」の本文を翻訳している。

(3) 786c25-787a2:來意有二一鴬子上根聞法説而悟解佛即爲記四人中性聞嚥説而方解故佛與記二論云爲

三種無煩悩人染慢説三平等初説乘平等故與授記上來佛説乘罷有異便有無學執乘定異爲此記別顯乘平等故

此品來如盤喰品已縁．

取意ではあるが、チベット語訳は「法華論」 (T268c)からの引用箇所を翻訳している。
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(4) 787a2-12:差別者可記法有三一髄性是有二勝有當果三勝人勝理大因大果侭性有者可記無者不可記

如十四不可記理事本無故不可記問有髄者可爲之記華巌經説有始無始是無記佛不爲答有一比丘問十二因縁

自作他作無明自起是無始義名爲自作更從他起是有始義名爲他作佛種種訶如人爲燕箭所中但懸請鴎抜之不

須間其箭之所以故有禮者可記無者不可記．

ただし、チベット語訳は「華厳経説」 （吉蔵「法華義疏」T34545c参照）以下の翻訳を欠いている。

(5) 787al2-15:勝有當果者可記無者不可記如蕃不善法成唯識云記謂善悪有殊勝自髄及當果可記故名爲記

無記不然故不可記．

ただし、チベット語訳は『成唯識論」 (T3112a)からの引用箇所の翻訳を欠いている。

(6) 787al5-20:勝人勝理大因大果者可記非者不可別記即記別經記弟子生死者勝人故記深密義者勝理故記

常成佛者大因大果故其劣人劣理小因小果者名不可記今此乃是此第三中大因大果故爲之記非前二全後一少

分．

ただし、チベット語訳は以下（｢或記一秘…又有四種」吉蔵「法華義疏」T34566ab参照）の翻訳を欠い

ている。

787a20-25:又此授記差別有多或記一種調十二分教中授記經或説二種浬藥經説若有間説随順樂入速得成

佛心生輕賎授以暹記若言佛道難得久受勤苦然後乃成爲此人故授以速記．

(7) 787a25-28:又善根熟者授以速記善根未熟授以暹記職悪生死欲早證菩提智増上者授以速記樂庭生死化

度衆生悲増上者授以暹記

(8) 787a28-787b3:又有二種一總記二別記智度論有三一自知他不知爲利自故不爲利他二他知自不知爲

利他故三自他倶知行二利故又有四種如前已説或説五種即此經中如來自記或説六種並如前醤喰品初説

ただし、チベット語訳は「智度論有三」以下の翻訳を欠いている。

(9) 787b3-7:稗名者授音承秀反爲也與也付也記者決也別也験也識也爲決了常果爲分別其常來果相與験其

因記識常果故名授記此品明彼事故名授記品．

(10) 前稿と同じように、「法華経」の引用箇所に対して､梵（ケルン)、蔵（中村瑞隆)、漢（鳩摩羅什訳、

「大正新術大蔵経｣）の該当箇所をあげておく。

[9]SkLl44.1-4;Tib.144.1-3;Chin.20b26-29.

(ll) 787b8-787c5: Il】經爾時世尊至無通大法(20b26-29)賛日此品之中大文分二初爲四人現前記別後

品末有二頌半標當授記爲第三周説法之由初復有二初爲大迦葉記後爲三大聲聞授記初文又二初長行後偶頌

前長行有二初因記後果記此初也外遇良縁内修妙行親見也如文可知然観上下授記之人噸爲四句一在小無勝

劣在大即有之如五百弟子同是無學故小無勝劣前後成佛郷次授記故大有勝劣二在小有勝劣在大無勝劣如學

無學人在小學與無學勝劣有殊同時成佛故在大無勝劣三小劣而大勝如阿難在學地得預流果在羅喉前成佛四

小勝而大劣如羅猴是無學在阿難後成佛今此四人不依根性論位次者在小無勝劣同無學故在大有勝劣迦葉親

三百萬億佛須菩提観三百萬億那由他佛迦鯖延初盤八千億佛後二萬億佛大目健連初観八千諸佛後値二百萬

億佛供養諸佛多小不同故知作佛亦有前後浬藥縄識第四依菩薩供養八恒河沙佛今説小者退心之人非樂廣行
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且就一地位遇佛多少而與授記非但爾所亦不相違今以此准浬桑經説須陀桓人八萬劫到乃至阿羅漢二繭劫到

者以根性齊修行暹速相似者説不約根異行殊者説今以根行利鈍遅速故成四句不爾義旨極爲相違．

ただし、チベット語訳は「浬藥経説第四依菩薩」以下の翻訳を欠いている。

(12) [2]Skt. 144.4-7;Tib･ 144.4-6;Chin.20b29-c2.

(13) 787c6-8: [2】經於鮫後身至佛世尊(20b29-20c2)賛日果記有七此記自寵観豪光而生明慧聰法義而

螢金光況久修因金光自飾故名光明．

(14) [3]Skt. 144.7-145.1;Tib. 144.7-10;Chin､20c3-7.

漢文はこのセクションを2つに分けて(20c2-4,4-7)注釈を行っているが、チベット語訳は引用文も1

つにまとめている（[3］ ＝ 【3 ． 4】)。

(15) 787c9-ll: I3】經國名光徳至二十小劫(20c2-4)賛日此有三一國名以光爲徳故二劫名衆行莊縦故三

群厳．

787cl2-17: I4】經國界嚴飾至周遍清淨(20c4-7)賛日此中有六一土相有七一雑駿二無悪三平正四寶地

五樹六繩七華准前鷲子知因識果礫沙也小石也坑虚也虹也或作剛炊陥也小塾也堆聚土也阜陵也玉繍高平日

陵大陵日阜土也肥也厚也長也．

(16) [4]Skt･ 145.1-5;Tib､ 145.1-4;Chin.20c7-9.

(17) 787cl8-21: I5】經其國菩薩至皆護佛法(20c7-9)賛日此中有二一春馬二無魔迦葉性行調順頭陀學

戒不慢於人不壊善事故錐有魔皆護佛法．

(18) [5]Skt.145.6-11;Tib. 145.5-9;Chin.20c9-16.

漢文はこのセクションを2つに分けて(20c9-12, 13-16)注釈を行っているが、チベット語訳は引用文

も1つにまとめている（[5］ ＝ 【6 ． 7】)。

(19) 787c22-24: I6】經爾時世尊至當得作佛(20c9-12)賛日下十二頌半分三一頌半標告十頌半頌記半頌

結之此初也．

787c25-27: I7】經而於來世至無上之慧(20cl3-16)賛日下頌記十頌半中分二初二頌半頌因記後八頌頌

果記此初也．

(20) [6]Skt.145.12-146.6;Tib.145.10-146.6;Chin.20cl6-20.

(21) チベット語訳では第5偶第3パーダに相応するが、漢文は鳩摩羅什訳の原文（｢常出好香」20cl9)

を引かずに「其香一種長行所無」とする。

(22) 787c28-788a3: I8】經於最後身至無有丘坑(20cl6-20)賛日下果記中有四初半頌自値三頌土相三頌

春騒一頌半癖髄此初二也土相有八一無悪二地三樹四繩五香六華七莊縦八平正其香一種長行所無戒香因具

故果多香蔑行滿傭莊嚴亦足然與長行前後不同

(23) [7]Skt. 146.7-10;Tib.146.7-10;Chm.20c21-24.

(24) 788a4-5: I9】經諸菩薩衆至不能数知(20c21-24)賛日此春嶋也一頌半菩薩一頌半聲聞．

(25) [8]Skt､ 146.11-12;Tib.146.ll-12;Chin､20c25-27.

I
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(26) 788a6-7: [10】經其佛當癖至其ﾘI如是(20c25-27)賛日初一頌半癖最後半頌結之．

(27) [9]Skt. 146.13-147.2;Tib. 146.13-147.2;Chin.20c28-29.

(28) 788a8-12: [11】經爾時至目不卿捨(20c28-29)賛日下第二段三人授記中初請後授請中初長行請儀軌

後頌正請此初也陳者怖也催也懐者戦也謹也敬也戚也心求記果不敢專獅既怯威縦所以戦催．

(29) [10]Skt､ 147.3-6;Tib･ 147.3-6;Chin.20c29-21a5.

漢文は偽の前にある散文(20c29)から始まるが、チベット語訳は12偽から始まる。

(30) 788al3-15: [12】經即共同聲至除熱得清涼(20c29-21a5)賛日下七頌分三初二頌讃請次四頌職請後

一頌結請此初也初一頌讃後一頌請．

(31) [11]Skt. 147.7-148.2;Tib. 147.7-148.2;Chin.21a6-8.

漢文はこのセクションを3つに分けて(21a6-8,9-13, 14-15)注釈を行っているが、チベット語訳は1

つにまとめている ([11] = I13･ 14． 151)。

(32) 788al6-22: ll3】經如從飢國來至然後乃敢食(21a6-8)賛日下喰請分二初一頌半嶬後二頌半請此初

也小乗殴乏大乗之法名爲飢國佛之一乗名爲王膳今者得聞名爲忽遇疑巳無分不敢脩行名未敢食佛與授記名

得王散因授記後領納大乘修行大行欣常作佛名方敢食．

(33) 788a23-27: I14】經我等亦如是至爾乃快安樂(21a9-13)賛日此請也聞佛音聲説一乘理總言我作佛如

見王食未蒙別記受領脩行欣常佛果名未敢食蒙別授記如蒙王教@Ij望傭行欣當作佛名之爲食．

チベット語訳は「法華経」の経文(21a9-13)を引かない。

(34) Skt､ 148.1-2;Tib. 148.1-2:Chin.21al4-15.

(35) 788a28-29: [15】經大雄猛世聴至如飢須教食(21al4-15)賛日此結請也．

(36) [12]Skt､ 148.3-7;Tib. 148.3-6:Chin.21al6-19.

(37) 788a30-788b2: [16】經爾時世尊至具菩薩道(21al6-19)賛日下別記三人初文有二長行及偽長行有二

初因後果此因記也

(38) [13]Skt.148.7-9;Tib.148.6-8;Chin.21al9-21.

(39) 788b3-6: [17】經於鎧後身至世聯(21al9-21)賛日下果記有九此自鰻記解法鰻相空但有假名故名名

相或名與相二義倶空故名名相名即名假相glj受法二種相假．

(40) [14]Skt.148.10-149.3;Tib. 148.9-149.2;Chin.21a21-28.

漢文はこのセクションを3つに分けて(21a21-24.24-26,26-28)注釈を行っているが、チベット語訳は

1つにまとめている ([14] = I18． l9．201)。

(41) 788b7-10: [18】經劫名有齋至周過消淨(21a21-24)賛日此中有三一劫空理爲寶故二國三土相土相有

五一土平二地三樹四無悪五華淨丘坑者玉鯆地尚日丘大塚日丘．

788bll-12: I19】經其土人民至那曲他(21a24-26)賛日此中有二一人居其虚由内達理外感珍寶二春騎．

788bl3-14: (20】經佛涛至及聲聞衆(21a26-28)賛日此有三一課哉二佛住空以解空故三利益．

(42) [15]Skt･ 149.4-5;Tib. 149.3-4;Chin.21a29-b2.
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(43) 788bl5-16: I21】經爾時世尊至聰我所説(21a29-b2)賛日下十二頌分二初一頌標告後十一頌正告此

初也．

(44) [16]Skt. 149.6-9;Tib. 149.5-9;Chin.21b2-6.

(45) 788bl7-20: I22】經我大弟子至猶如齋山(21b2-6)賛日下正告分六初三頌果因合記一頌半土相三頌

祥脇一頌佛化一頌蕊衆一頌半癖逓此初也有三一頌名一頌因一頌形．

(46) [17]Skt.149.9-10;Tib.149.9-10;Chin.21b6-8.

(47) 788b21: [23】經其佛國土至度無逓衆(21b6-8)賛日此土相也．

(48) [18]Skt･ 149.11-150.3;Tib.149.11-1".3;Chin.21b8-12.

(49) 788b22-23:I24】經其佛法中至有大威徳(21b8-12)賛日下三頌春騎分二一頌半菩薩一頌半聲聞．

(50) [19]Skt. 150.3-4;Tib､ 150.3-4;Chin.21bl2-14.

チベット語訳では前のセクションが第23偶第2パーダで終わり、このセクションが同偏の第1パーダで

始まる。 l偶を4パーダで翻訳することはチベット語訳も漢訳も同じであるが、語順にとらわれないサ

ンスクリットの偶の前半の翻訳に対して、語順により文法関係を示す漢訳は単語の位置が異なっている

ことに起因している。漢文では、漢訳の語順に従い、この偶の途中でセクションを分けたために、チベ

ット語訳では引用する偶の順番に逆転が生じている。

(51) 788b24-25: [25】經其佛説法至聰受佛語(21bl2-14)賛日初一頌佛化後一頌艫衆．

(52) [20]Skt.150.5-6;Tib.150.5-6;Chin.21bl5-16.

(53) 788b26: I26】經其佛當需至二十小劫(21bl4-16)賛日涛量也．

(54) [21]Skt.150.7-9;Tib.150.7-9;Chin.21bl7-19.

(55) 788b27-30: I27】經爾時世尊至恭敬尊重(21bl7-19)賛日下迦旛延記長行分二准前初因記中有二初

明初時後明後時初時有二初佛在後滅後此初也．

(56) [22]Skt.1509-151.8:Tib. 151.l-7:Chin.21bl9-22.

(57) 788cl-6: I28】經諸佛滅後至供養塔廟(21bl9-22)賛日滅後有二合成已前造塔衆華已後供養攻塊者

火齊珠也抹香者若撒摩作抹細壌土作抹塗飾作瀧今既別有塗香故應作沫玉篇秣者亡達亡結二反粥廃也砕香

如康故作秣砕香如細壊土潅作妹．

(58) [23]Skt. 151.8-9;Tib. 151.7-9;Chin､21b22-28.

漢文はこのセクションを3つに分けて(21b22-24,24-26,26-28)注釈を行っているが、チベット語訳は

1つにまとめている ([23]= I29･30･311)｡

(59) 788c7-9: I29】經過是已後至具菩薩道(21b22-24)賛日此明後時供養於佛値良縁已方具菩薩所行之

道内自修行．

788clO-15: I30】經當得作佛至佛世尊(21b24-26)賛日果記有六此自龍也迦延過去曾掃僧地身常金色容

儀閑雅今復目観毫光耳蕊法光故名間浮金光贋如橿要度鉢代多王事贈部那提是樹名在此洲無熱池岸側有經

在此洲北岸近樹下有紫金光映弊日月．
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788cl6-19: I31】經其土平正至見者歓喜(21b26-28)賛日此唯一土相有五一平正二地三樹四繩五華迦延

端正見者歓喜由掃地因故外土相見者歓喜．

(60) [24]Skt､ 151.9-12;Tib･ 151.9-13;Chin.21b28-c3.

(61) 788c20-21:[32】經無四悪道至二十小劫(21b28-21c3)賛日此中有四一無悪趣二多人天三春属四燕批

(62) [25]Skt.152.1-2;Tib､ 152.1-2;Chin.21c3-6.

(63) 788c22-23: I33】經爾時世尊至眞資無異(21c3-6)賛日下七頌爲二一頌標告六頌正告此初也．

(64) [26]Skt152.3-5:Tib. 1523-5:Chin.21c6-8.

(65) 788c24-25: I34】經是迦旛延至供養舎利(21c6-8)賛日下記有二初二頌因記後四頌果記此初也

(66) [27]Skt. 152.6-8;Tib､ 152.6-8;Chin.21c9-11.

(67) 788c26-27:[35】經其肢後身至之所供養(21c9-ll)賛日四頌果記爲四此中有二初一頌土相後一頌福田

(68) [28]Skt.152.8-11;Tib.152.8-11;Chin.21cll-14.

(69) 788c28-29: [36】經佛之光明至莊厳其國(21cll-14)賛日此中有二初一頌自罷後一頌春属也

(70) [29]Skt152.12-153.2;Tib・ 152.12-153.2;Chm.21cl5-17.

(71) 789al-3: I37】經爾時世尊至恭敬尊重(21cl5-17)賛日第三目連記中文段同前因記有二初初時後後

時初時有二初現在後滅後此現在也．

(72) [30]Skt､ 153.2-6;Tib.153.2-5;Chin.21cl7-20.

(73) 789a4-5: I38】經諸佛滅後至以用供養(21cl7-20)賛日此滅後有二初造塔後供養

(74) [31]Sktl53.6-7;Tib・ 153.5-7;Chin.21c20-21.

(75) 789a6: I39】經過是已後至亦復如是(21c20-21)賛日此後時因．

(76) [32]Skt.153.7-10;Tib･ 153.7-9;Chin.21c21-24.

(77) 789a7-12: (40】經當得作佛至世尊(21c21-24)賛日下果記有七此自侭多摩羅賊施檀香者多是性義阿

摩羅者無垢義聲勢合故遂略去阿字賊馳羅是賢義略但云駁鮪檀香是唐音即是性無垢賢施檀香佛由大目連煩

‘|闇輕微名性無垢仁徳如香可蕊名賢縮檀香佛．

(78) [33]Skt.153.10-12;Tib. 153.9-11;Chin.21c24-26.

(79) 789al3-15: I41】經劫名喜滿至見者歓喜(21c24-26)賛日此中有三一劫名二國名三土相土相有四一

平正二地三樹四珠華．

(80) [34]SkL153.12-154.3;Tib. 153.11-154.2;Chm.21c26-28.

(81) 789al6-17: I42】經多諸天人至四十小劫(21c26-28)賛日此中有三一多善趣二春属三涛最．

(82) [35]Skt､154.4-12;Tib. 154.3-11;Chin.21c28-22a7.

チベット語訳は第33偶の第3パーダ（ただし「法華経」のチベット語訳と多少異なる）で終わるが、漢

文の対応箇所(21c28-22a4,22a5-7)は異なっている([35] = I43.441)。

(83) 789al8-21: I43】經爾時世尊至奉持佛法(21c28-22a4)賛日下頌記有十頌分二初五頌因記後五頌果

記因記有二初三頌佛在後二頌滅後此初也初一半遇良縁後一半修妙行．
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789a22-25: I44】經諸佛滅後至菩薩道已(22a5-7)賛日此滅後行長表金刹以金爲刹梵云製多羅彼土更無

別幡竿即於塔覆鉢柱頭懸幡今云刹者聾計上也有所表故名爲長表

(84) [36]Skt.154.13:Tib. 154.12;Chin.22a7-17.

チベット語訳は以下のセクションを省略するが、漢文はさらに4セクション(22a7-10, 10-14. 14-16,

16-17)にわたり注釈を行っている([36] ≠ 【45･46･47･481)。

(85) 789a26-28: I45】經於意樂國至演説佛道(22a7-10)賛日下五頌果記有六此中有四一國名二自侭三佛

癖四善趣

789a29-30: (46】經聲聞無澱至像法亦爾(22alO-14)賛日此有二一春賜二法住量．

789bl-3: I47】經我諸弟子至成得成佛(22al4-16)賛日下品第二段標欝授記爲第三周説法之由中有二初

一頌半標當記後一頌許當説此初也．

789b4-5: I48】經我及汝等至汝等善聰(22al6-17)賛日此許説也警告其心令總法故．

付録「漢文テキスト 「授記品」の科文」

’ ’ ’ ｜ ’

頁： 【経】 科文 名目（偶頌数） 引用（言及＊）

786c25 0 三門分別

786c25 0－1

0-1-1

0-1-2

来意

鴬子上根…故仏与記

論云･･ ･如響瞼品巳釈 ｢法華論｣、 「響嶮品＊」

787a2 0－2 差別

787a4 0-2-1 体性是有 ｢華厳経*」

787al2 0-2-2 勝有当果 『成唯識論」

787al5 0-2-3 勝人勝理大因大果

787a20 0-2-A

0-2-A-l

0-2-A-2

授記差別有多

或記一種

或説二種 ｢浬藥経*」

787a25 O-2-B-l

O-2-B-2

速記

遅記

787a28 O-2-C-l

0-2-C-2

総記

別記

｢大智度論*」

787bl O-2-D 有四種
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’ ’ ’ ｜ ’l-1-2-2-2

787b2 0-2-F 或説六秘 ｢響嚥品＊」

787b3 0-3 釈名

787b8-787c5: Il】 1

1－1

1－1－1

1-1-1-1

1-1-1-1-1

l-l-l-l-2

1-1-l-l-3

l-l-l-l-4

為四人現前記別

為大迦葉記

長行

「
〆
］

》
雪
、因

在小無勝劣在大即有之

在小有勝劣在大無勝劣

小劣而大勝

小勝而大劣

｢浬薬経*」

787c6-8: I2】 1-1-1-2

l-l-l-2-1

果記

記自体

787c9-11: [3】 '-1-1-2-2

l-1-1-2-3

1-1-1-2-4

国名

劫名

寿逓

787cl2-17: I4】 1-1-1-2-5

1-1-1-2-5-1

l-l-l-2-5-2

l-1-1-2-5-3

l-l-l-2-5-4

l-l-l-2-5-5

l-l-l-2-5-6

1-1-1-2-5-7

土相

雑厳

無悪

平正

宝地

樹

縄

華

787cl8-21: [5】 1-1-1-2-6

l-l-l-2-7

春属

無魔

787c22-24: I6】 1-1-2

1-1-2-1

偶頌(12.5)

標告(1.5)

787c25-27: I7】 1-1-2-2

l-l-2-2-l

頌記（10.5）

頌因記（2.5）
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；； ＆ 9． 115】

788a30-788b2: I16】

因記l-2-2-1-1-1
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’ ’ ｜ ’1-2-2-2

788b3-6: I17】 1-2-2-1-1-2

l-2-2-l-l-2-l

果記

自体記

788b7-10: I18】 l-2-2-1-1-2-2

1-2-2-1-1-2-3

'-2-2-1-1-2-4

l-2-2-1-1-2-4-1

1-2-2-1-1-2-4-2

l-2-2-1-1-2-4-3

l-2-2-1-1-2-4-4

1-2-2-1-1-2-4-5

劫

国

土相

土平

地

樹

無悪

華浄

788bll-12: I19】 1-2-2-1-1-2-5

1-2-2-1-1-2-6

居其処

春属

788bl3-14: [20】 1-2-2-1-1-2-7

1-2-2-1-1-2-8

l-2-2-l-l-2-9

寿斌

仏住空

利益

788bl5-16: [21】 l-2-2-l-2

l－2－2－l－2－l

13(12)

標告(1)

788bl7-20: I22】 '－2－2－1－2－2

'－2－2－1－2－2－1

'-2-2-1-2-2-1-1

'-2-2-1-2-2-1-2

'-2-2-1-2-2-1-3

正告(11)

果因合記（3）

名(1)

因(1)

形（1）

788b21: [23】 '-2-2-1-2-2-2 土相(L5)

788b22-23: I24】 1-2-2-1-2-2-3

'-2-2-1-2-2-3-1

'-2－2－1－2－2－3－2

春属（3）

菩薩(1.5)

声聞（1.5）

788b24-25: [25】 '-2-2-1-2-2-4

'-2-2-1-2-2-5

仏化(1)

聴衆(1)

88b26:I26】 '－2－2－1－2－2－6 寿溌(1.5)
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’ ’ ’ ｜ ’1-2-2-3

l-2-2-2-1 長行

l-2-2-2-1-1 因記

l-2-2-2-1-1-1 初時

l-2-2-2-1-1-1-1 仏在

788cl-6: I28】 l-2-2-2-1-1-1-2

l-2-2-2-l-l-l-2-1

l-2-2-2-1-l-1-2-2

滅後

造塔

供養

788c7-9: [29】 '-2-2-2-1-1-2 後時

788clO-15: I30】 '-2-2-2-1-2

l-2-2-2-l-2-l

果記

自体

788cl6-19: I31】 1-2-2-2-1-2-2

1-2-2-2-1-2-2-1

'－2－2－2－1-2-2-2

'-2-2-2-1-2-2-3

'-2-2-2-1-2-2-4

'-2-2-2-1-2-2-5

唯一土相

平正

地

樹

縄

華

788c20-21: I32】 l-2-2-2-1-2-3

l-2-2-2-1-2-4

1-2-2-2-1-2-5

1-2-2-2-1-2-6

無悪趣

多人天

春属

寿最

788c22-23: I33】 1-2-2-2-2

'-2-2-2-2-1

偶頌（7）

標告（1）

788c24-25: [34】 l-2-2-2-2-2

1-2-2-2-2-2-1

正告（6）

因記（2）

788c26-27: I35】 '-2-2-2-2-2-2

1-2-2-2-2-2-2-1

l-2-2-2-2-2-2-2

果記（4）

土相(1)

福田(1)

788c28-29: I36】 1-2-2-2-2-2-2-3

1-2-2-2-2-2-2-4

自体(1)

春属(1)
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&・ 6 139】

3－1－2

、

789a26-28: I45】

仏寿'-2-2-3-2-2-3



チベット語訳「妙法蓮薙註」 「授記品」和訳18

’

【キーワード】

｢妙法蓮華経玄賛｣、 『法華綱、 「授記品｣、基、慈恩大師

1-2-2-3-2-2-4 善趣

789a29-30: I46】 '-2-2-3-2-2-5

'-2-2-3-2-2-6

春属

法住ft

789bl-3:I47】 2

2-1

標当授記為第三周説法之
由（2.5）

標当記

789b4-5: I48】 2-2 許当説


